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研究成果の概要（和文）：十分な研究成果をあげることができ、大変に満足している。当初4年間の計画だったものを3
年間で打ち切切り、あらたな研究計画によって科研費に申請（採択、基盤研究C、課題番号　26370871、研究課題　「
第２次大戦時ハワイ日系人新聞の検閲　アメリカ軍による戒厳令下の「敵国語」統制、2014年-2019年」）したのは、
そのためである。期間を通じた主要な研究成果として、雑誌論文5本（すべて査読性、日英両言語）、学会発表6回（日
米学会）、図書2冊（単著1冊）をうみだすことができた。

研究成果の概要（英文）：Overall, the proposed research went so well, more than it was expected. That is 
why the originally 4-year research was finished a year earlier and a new research program get started.
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１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初は、それは基本的に現在
も大きくは変わらないが、本研究課題に
関する先行研究は希少であった。それは、
日系アメリカ人研究がさかんなアメリカ
においても、もちろん日本においても同
様である。 
 
 真珠湾攻撃から約半年後、アメリカ西海
岸に住む 11 万人以上の日系人は、長年住
み慣れた居住地から強制的に立ち退かされ、
遠方の収容施設に隔離された。彼らはまず、
緊急につくられた「仮収容所」（assembly 
center）へ送られ、最終的に内陸部 10 ヵ所
の「転住所」（relocation center）に移され、大
多数は戦争が終わるまでそこで暮らすことを
強いられた。 
 
 この強制立ち退き・収容は、現在ではアメ
リカ史上もっとも深刻な「失政」のひとつとし
て理解されており、多方面で相当数の研究
が蓄積されている。たとえば、黄禍論（アジ
ア系住民の排斥運動）など歴史的な背景、
政策の決定や実行の過程、法的な不当性、
世論やマス・メディアの受けとめ方、日系人
に及ぼした個人的・社会的な影響、などで
ある。とくに、1980 年代に名誉回復を求める
「リドレス」運動が急速に高まり、最終的に政
府が謝罪・補償をしてからは、多くの一次史
料や当事者の証言が発掘・公表され、学術
的な研究が飛躍的にすすんだ。 
 
 しかし、最初期の「仮収容所」の期間
（1942 年 3月〜10 月）、さらに収容施設内で
の「敵性文化」政策については、その重要
性にかかわらず、日本・アメリカ両国の学会
においていまだ手つかずのままである。本
研究は、この未開拓の領域を埋める試みで
ある。 
 
２．研究の目的 
 真珠湾攻撃（1941 年 12 月）から約半年後、
アメリカ連邦政府は西海岸に住む日系アメ
リカ人（日本人移民とその子孫、以下、日系
人）を強制的に立ち退かせたが、彼らを隔
離した収容施設内で日本を象徴する「敵性
文化」をどのように統制、あるいは許容した
のか？ 
 
 本研究の目的は、とくに最初期の「仮収容
所」（assembly center）に限定し、かつ「日本
語の使用」、「宗教活動（仏教・神道など）」、
「学校教育」の3点に焦点をしぼり、つとめて
実証的な方法で上の問題を解明することで
ある。 
 
３．研究の方法 
 実証性を重視する歴史研究であるため、
もっとも基幹的な研究方法は、一次史料
の発掘・渉猟である。 

 その一方で、既存文献の収集・整理の徹
底化も重要である。これは、あらゆる研究に
とって基本的な作業であり、本研究とて例外
ではない。とくに、毎年、新たに発表される
論文・書籍等は絶対に見落とさぬよう、最新
の研究動向をできるだけ広い範囲で注視し
てきた。 
 
 加えて、日米の複数の学会誌を定期購読
し、かつ頻繁に学会に参加することで、重大
な見落としがないように努めた。 
 
 冒頭で指摘した一次史料の発掘・渉猟
に戻ると、具体的には以下のような活動、お
よび成果・発見が得られた。 
 
 まず、カリフォルニア州立大学バークレー
校バンクロフト図書館が公開しはじめたオン
ライン・カタログから、研究課題に直接的に
関係する一次史料を発見することができた。
バンクロフト図書館は日系アメリカ人強制立
ち退き・収容に関する膨大な史料群を所蔵
している。もちろん、オンラインで公開してい
るのはその一部であるが、多くの未見の史
料を入手することができた。研究の核となり
える史料を一定量確保できたことは大きな
前進である。 
 
 加えて、アメリカのミネソタ州ミネアポリスに
あるミネソタ州立大学を訪れ史料を収集して
きた。この大学には、アメリカへの移民に関
する膨大な文書コレクションが所蔵されてい
る。渡米前からオンライン上である程度の準
備をしておいたこともあり、実にスムーズに、
かつ効率的に必要な史料を集めることがで
きた。入手した史料や文献のほとんどは日
本国内では手に入らないものばかりであり、
わざわざ現地を訪れるに値する価値があっ
た。また、本研究課題そのものとは直接的
に関わらないものの、ミネソタ州立大学には
児童文学や YMCA に関する史料も所蔵さ
れており、日本との意外な関係のある文書
類も多く見つけることができた。これらは今
後の研究につながる可能性を感じさせる内
容を含んでいた。 
 
 最終年度には、コロラド州立大学ボルダー
校、およびアリゾナ州立大学にも出張し、日
系アメリカ人関係の一次史料を渉猟してき
た。コロラド州・アリゾナ州ともに第 2 次世界
大戦中は日系アメリカ人が強制収容された
施設があり、豊富な記録が残されている。実
に有意義な出張となり、多くの未見の史料
を獲得することができた。 
 
４．研究成果 
 下の「５．主な発表論文等」でも詳説
しているように、十分な研究成果をあげ
ることができ、大変に満足している。 
 



 当初は 2011 年〜2014 年までの 4 年間
で研究を遂行する計画であったものを 3
年目で打ち切り、あらたな研究計画によ
って科研費に申請（採択、基盤研究 C、課
題番号 26370871、研究課題 「第２次大戦
時ハワイ日系人新聞の検閲 アメリカ軍による
戒厳令下の「敵国語」統制、2014 年〜2019
年」）したのも、そのためである。 
 
 それぞれ完全に分離した研究であるわ
けではないので、本研究の成果も十分に
次の研究に生かすことができるはずであ
る。 
 
 より具体的には、思いのほか学会発表
ができ、かつその中から多くの査読付論
文を日本語・英語によって刊行できた。 
 
 さらに、3 冊目となる単著を刊行でき
たことは望外の喜びであった。 
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